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プレゼンテーションのノート
今日のテーマは、情報システムを構成する要素です。



情報システムの構成要素

狭義
コンピュータ、専用ソフトウェア、ネッ
トワーク基盤、端末

広義
関連システム、利用者、運用体制、関連
規則を含む
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プレゼンテーションのノート
例えばオンラインショップサイトを考えましょう。最初に思いつくのは、サーバ機ですね。当然、冗長構成になっていることでしょう。オンラインショップは、Webサービスですから、インターネットに接続し、Webのアプリケーションが動いています。管理用の端末もついているかもしれません。オンラインショップのシステムは、それだけに止まりません。オンラインショップシステムの後ろには、在庫管理や顧客管理などの関連システムが動いています。利用者と利用者が使っているWebブラウザ、システムを運用するための人々の体制、運用の手順書なども、システムの一部と考えるべきです。



狭義の情報システム

情報システム3

コンピュータシステム
ハードウェア・OS

アプリケーション

ネットワーク

業務

専用端末

関連システム

利用者

管理者

運用体制

関連規則
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プレゼンテーションのノート
先ほどの情報システムの構成要素を図にしました。水色で囲った部分が、狭い意味での情報システム。その外側が、広い意味での情報システムです。



コンピュータのハードウェア構
成
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狭い意味での情報システムの中心をなすのが、ハードウェアです。ハードウェアは、物理的実体のあるモノのことです。コンピュータの中には、mother boardという基板があります。その上に、演算と制御を司るCPU、メモリ、様々な周辺機器への接続口が付いています。
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実際のものを見てみましょう。これはSun Fire X2200M2というサーバ機です。二つあるオレンジ色の四角がCPUです。CPUそのものがオレンジ色ではなく、見えている部分は放熱用の部品です。CPUの上の横向きの線にみえるのがメモリーです。右下の長方形は電源ユニットです。左の部分にハードディスクが二つとDVDドライブが付いています。DVDの右にある黒い丸は、風を送るファンです。左側になる前面から風を取り込んで、右のCPUを冷やし、右側になる背面から熱い空気を捨てるようになっています。



ソフトウェアの階層構造6

ハードウェア
hardware

オペレーティングシステム
operating systems

アプリケーション
applications

ミドルウェア
middleware

共通的ソフトウェア
Webサーバ、データベース、可視化など

ware: objects made of the 
material or in the way or 
place mentioned.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
物理的実体でない部分がソフトウェアです。基本的なソフトウェアをオペレーティングシステムと言います。オペレーティングシステムの役割は、ハードウェアとアプリケーションの連携を行うことです。その上に、共通的なソフトウェアであるミドルウェアがあります。サーバシステムの場合には、Webサーバやデータベース、あるいはグラフィック機能があります。アプリケーションは、オペレーティングシステムの機能とともにミドルウェアの機能を利用して動作します。



重要：広義の情報システム

情報システムは手段に過ぎない
業務の一部、目的に即しているか

正しく位置付けられているか
運用体制、手順、規則

人的コストは見えにくい
日常運用と非常時の体制

ライフサイクルの意識
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情報システムは、手段に過ぎないことに留意する必要があります。オンラインショッピングサイトを作るのは、そのサイトを作るのが目的ではなく、オンラインにすることでより多くの商品を売るのが目的ですね。売り上げが伸びないならば、サイトを作ったコストが無駄になるだけです。つまり、業務の中にシステムが位置づけられ、目的に即して機能しているかを常に確認しなければなりません。特に、運用に関する人的コストは見えなくなりがちです。日々の運用の人的コストだけでなく、障害発生などの非常時の人的コストも想定しなければなりません。また、ライフサイクルという意識も重要です。ハードウェアの更新やソフトウェアの更新など、適切な周期で継続の可否を判断する必要があります。



情報システムのライフサイクル8

計画・仕様策定

利用者側業務担当
システム担当

システム開発・構築

ソフトウェア開発者
システム技術者

システム運用保守

フィールドサービス
システム技術者

更新計画

利用者側業務担当
システム担当
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この図は情報システムのライフサイクルのイメージです。「利用者側」とあるのは、情報システムを業務として使う担当部署のことです。・初めに、利用者側とシステム担当が協力して計画を作ります。システムの目的や実行する業務、そのために必要な機能などを整理します。その後に、それを「○○できること」などの仕様にまとめます。この作業は、利用者側が中心になります。・次に、仕様書を技術的な言葉で置き換えて、システムの開発・構築を行います。これは情報システムを担当する側が中心の作業です。・システムを業務に投入した後は、日常的な保守運用をします。・5年や10年の後には、ハードウェアの老朽化やソフトウェアの課題、業務との齟齬が発生するでしょう。そこで、利用者側が中心となって、更新計画を作ります。



運用コストとライフサイクル

日常的運用コスト
データ更新、バックアップ、利用者支援

障害対応
アップデート

セキュリティアップデートなど
更新

ハードウェア、ソフトウェア
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ライフサイクルの所でみたように、業務に投入した情報システムに対して、保守運用が必要です。日常的には、データの更新とバックアップ、そして利用者支援が必要です。データ更新とバックアップが自動で実施される場合もありますが、サービスを止めて行うこともあります。また、障害は必ず発生します。システムを動かしたまま対応できる場合もありますが、サービスを停止して対応しなければならない場合もあります。情報システムが使っているソフトウェアに、情報セキュリティ上の問題が発生する場合もあります。皆さんが使っているPCでも毎月のセキュリティアップデートがありますね。



組織（企業）の情報システム

データ処理：日々の業務の電算化
会計、人事給与、在庫管理
大量データの自動処理

製造業の機械制御
意思決定支援システム

経営層の意思決定支援
データ分析

ワークフロー・グループウェア
業務フローのオンライン化

10

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここまでは、オンラインショッピングサイトを情報システムの例として、何回か使ってきました。ここでは、あまり表からは見えない、組織内部の情報システムの例を見ていきましょう。・組織では、日々、管理しなければならない数字が出てきます。お金の管理、在庫の管理、人の管理が必要です。そのシステムに、どのようにデータを入れるかに関わらず、大量のデータを、処理しなければなりません。・大きな製造業では、工場のラインに並ぶ機械の制御は、コンピュータが行っています。センサーなどを使って状況をモニタするだけでなく、機械学習を使って最適な制御を行うこともあります。・経営陣が、自社の状況を知るためのシステムもあります。・また、皆さんが使ったTeamsのように、グループのコミュニケーションと情報共有のためのグループウェアもあります。決済などのオンライン化を支援するものもあります。



経営意思決定支援システム

Dashboard：経営に関わる情報の提
示機能
売り上げ、損益、財務、人員配置、在庫
競合他社の状況
市場動向

分析機能：データサイエンス
シミュレーション機能
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例えば、経営を支援するシステムでは、自社の売り上げや在庫の状況、競合している同業他社の状況や市場動向などを可視化し、経営陣の判断を支援します。様々なデータを統計学を活用して分析する機能や、今後の動向を予測するシミュレーション機能があるものもあります。



顧客関係管理：CRM (Customer 
Relationship Management)

顧客の属性：氏名、住所、年齢、性別
など

購入履歴、支払い履歴
オンラインショップでの利用

おすすめ商品
ファストフード、コンビニエンススト
ア
地域、時間帯に応じた商品配置
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企業には必ず顧客があります。消費者だけでなく、取引のある他社です。これらの属性とともに、取引の履歴などを管理するシステムがCRMです。オンラインショッピングサイトでは、利用者の購入履歴や支払い履歴を管理するだけでなく、機械学習を用いてお勧め商品を提示するなどして、売り上げの一層向上を図っています。ファストフッド店やコンビニエンスストアでは、POSを使って売り上げ状況をモニタするとともに、その情報を使って、地域、時間帯、季節に応じた商品配置をしています。また、顧客にICカードなどを配ることで、顧客属性に応じた売り上げもモニタリングしています。



CTI (Computer Telephony 
Integration)

CRMと顧客センター（電話など）と
の連携

商品・サービスへの苦情、問い合わせ、
評価

CRMを参照しながらの対応
対応記録
AIの活用
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CTIは顧客センターなどで電話対応を支援するシステムです。CRMと連携して、顧客情報を参照しながら対応します。また、最近では人工知能が最初の対応を行う場合もあります。



企業内システム：資源管理

人事、給与、勤怠、生産、在庫、財務、
調達、物品

ERP (Enterprise Resource Planning) 
system
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お金、人、物品の管理のシステムは、大きな企業では必ず持っているシステムです。これらの情報から、より最適な資源配分を支援するEPRという仕組みもあります。



企業内システム：group-
ware ：社内ポータル

組織内のコミュニケーションツール
メール、チャット
スケジュール、ファイル共有、ToDo管理
workflow
knowledge management
研修

Office365の例
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グループウェアは、組織内のコミュニケーションを支援するツールの総称です。皆さんが使っているTeamsもグループウェアの一種です。グループウェアでは、チャットなどのコミュニケーション、予定表やファイルの共有を支援します。また、実行しなければならない課題 (ToDoと言います)の管理や、業務の流れのオンライン化を支援するものもあります。



情報システムの変化
インタフェースの変化

専用機の時代
データ連携ができない
専用端末が必須

Webアプリケーション化
構成要素の共通化
データ連携可能
Webブラウザで利用

16

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここまで、組織の様々な情報システムの例を見てきました。ここでは、その在り方の変化を見ていきましょう。組織内に情報システムが入った当初は、それぞれの業務に専用のコンピュータがありました。人事のシステム、会計のシステムなどです。もちろん、それぞれは連携せず、人事のシステムと会計のシステムでは、人の情報を別々に持っていました。システムを利用する端末は、専用の端末でした。専用の端末向けに、専用の画面の設計をしていました。もちろん、インターネットとは無縁です。情報システムがインターネットに接続するようになり、インターフェースがWeb化しました。また、情報システムを構成する部品、例えばデータベースや画面を構成する部品も共通化しました。もちろん、インターネット接続ですから、データを共有することも可能となりました。



情報システムの変化
所有から利用へ

On-premises
情報システムを自組織内に持つ

クラウド
情報サービスを借りる
OSやミドルウェアが整備された環境を借り
る

自組織のハードウェアを置く場所を借りる
www.cc.saga-u.ac.jpの例
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それでも、情報システムは、組織の中に持つというOn-premisesが基本でした。21世紀にはいり、それが変わり始めました。情報システムの部品は共通です。自分で持つ必要は無いと思いませんか。自分でシステムを持つと、ソフトウェアやハードウェアの更新だけでなく、停電への対応や空調の整備なども必要となります。そこで、クラウドサービスを借りる形が普及してきています。皆さんが使っているメールやTeamsもクラウドサービスです。佐賀大学総合情報基盤センターのホームページも北海道にあるクラウド上にあります。

http://www.cc.saga-u.ac.jp/


オフィスの変化

一人一台のPC
情報のデジタル化
paperless化とデジタルでの共有

机の上に書類を積まない！
PCからシンクライアントへ

どの端末を使っても自分の環境

BYOD (Bring Your Own Device)
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プレゼンター
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情報技術の普及にともない、オフィスの状況も急速に変化しています。今では、オフィスに座っている各職員にPCがあるのが当たり前です。それに伴って、紙であった資料がデジタル化しています。紙の資料を止めて、デジタル化することは、情報の共有を容易にします。PCからディスクを持たないシンクライアントへの変化も起こっています。シンクライアントとすると、どの机に座っても、自分の画面に入ることができます。組織が容易するPCだけでなく、移動用のタブレットなどを使う取組もあります。



どの席に座っても同じでは？

プロジェクトを進めている仲間が集
まって座った方が効率的では？

フリーアドレスオフィス
総務省行政管理局
ネットワンシステムズ

テレワーク
佐賀県

コワーキングスペース
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働き方の変化

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
机の上から書類が無くなり、どの端末でも自分の環境で使えるとなると、どの席でも良いという考えが生まれてきます。特に、顧客に近い営業やフィールドサービスの人は、プロジェクト毎にグループを作って業務をします。プロジェクトの仲間が自由に席を移動できるほうが効率的でしょう。そのように、席を固定しないオフィスをフリーアドレスオフィスと言います。いくつかの事例があります。新型コロナウィルスの影響で注目されているテレワークも、情報技術の普及によって可能となった働き方です。例えば佐賀県では、出先で業務を行った職員が、現地や現地近くの県の事務所でオンラインで報告を行い、自宅に直接帰る取組をしています。遠隔での会議も以前から行ってきました。テレワークと言っても、自宅で働くことが難しい場合もあります。また、個人業主の人で作業場所が欲しい場合もあります。コワーキングスペースは、インターネット接続のあるスペースを仕事場所として提供するサービスです。

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01gyokan05_02000036.html
http://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1305/16/news095.html
http://www.cisco.com/c/ja_jp/solutions/collaboration/case-studies/1058-saga-cs.html


例：佐賀大学統合認証システム
学生情報の流れ
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統合認証システム

教務システム
学籍管理

入試システム
図書館システム

学生証発行

入学者データ

学籍番号
図書館利用者番号

認証情報
演習室

無線LAN

ラーニングポート
フォリオなど

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
佐賀大学の情報システムの例として、統合認証システムの説明をしましょう。利用者情報を各情報システムに配布するとともに、利用者認証を行うシステムです。皆さんが入学する際には、入試のシステムから情報が流れて教務システムに入ります。教務システムでは、一人一人に学籍番号を付与します。これを統合認証システムが受け取って、図書館利用者番号と紐づけて、ユーザIDを作っています。その情報を使って、学生証を発行するとともに、ラーニングポートフォリオシステムなど、皆さんが使うシステムに情報を提供しています。



例：佐賀大学統合認証システム
学内システムの中心

学内の多数のシステムに人の情報を渡す
学生：学籍番号、センターID、図書館ID
教職員：職員番号、センターID、図書館ID、
研究者番号

シングルサインオン機能
図書館の例

外部（学認）との情報連携
オンラインジャーナルの例
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように、統合認証システムは、学内システムの中心となって、各情報システムに利用者情報を提供しています。また、Web上で一度認証を受けると他のシステム利用時に認証を省略する、シングルサインオンという機能も提供しています。



業務フローと改善
BPR (Business Process Re-engineering)

従来の業務をコンピュータで行うのは、
却って非効率になる恐れ

業務のフローの明確化
不要な箇所はないか：単なる習慣？
情報技術を使って簡素化できるか
情報技術があれば不要ではないか
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プレゼンター
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今回の最初に言ったように、情報システムを導入するのが目的ではなく、それで業務を行うのが目的です。コンピュータを使った業務と、紙で行ってきた業務は違うのが当たり前です。情報システム導入を成功させるためには、業務改善(BPR)が不可欠です。業務改善のためには、今行っている業務を明確にし、不要な箇所や情報技術によって簡素化できることなどを洗い出します。例えば認証システムが動いている環境下では、ログイン後にはその人の名前や所属が分かります。改めて入力させる必要はありません。そのほかの入力情報も、選択肢から選ばせれば十分な部分もあります。何かの申請も、デジタル証明書等を使えば、印刷して捺印を求める必要もないかもしれません。



業務改善例
成績登録
紙の報告様式に手書き

外注してタイプ
教員は捺印して完了

時間と人件費の無駄

システム化で大幅に効率化
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プレゼンター
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改善の事例として、成績報告の佐賀大学における実例を見ましょう。20年ほど前のことです。当時は、すでにエクセルを使うことができていましたから、教員はエクセルを使って、出席管理や成績の管理をしていました。しかし、成績を報告するには、紙の報告用紙に手書きする必要がありました。受講者の多い講義は、本当に大変でした。報告書を受け取った教務課は、それを外注してタイプし、当時の教務システムへ入力していました。また、印刷したものが教員に戻り、教員が捺印して確定でした。現在の方法にする際に、紙に捺印するという手順を無くし、決まった書式のエクセルを使って、成績をアップロードできるようになりました。システム化によって大幅に効率化できました。
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